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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、母性看護学全般に関する e-learning システムを構築した。システムには、学生
相互の協調学習を達成するコミュニティをはぐくむ電子掲示板の機能を組み見込んだ。結果と
して、電子掲示板の利用はなかった。しかし、母性看護学実習前のシステム利用は活発であり、
実習前学支援ツールのニーズの高さを認めた。実習場面での協調学習に e-learning が何らかの
影響を与えている可能性がある。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study constructed an e-learning system for maternity nursing care. It includes 

a bulletin board system (BBS) for collaborative learning. As a result, students did not 
use BBS. However the e-learning system was used widely by students in the pre-nursing 
practice. There is a possibility that the system might enhance collaborative learning 
in their practice scene. 
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１． 研究開始当初の背景 
看護基礎教育分野での e-learning コンテ

ンツの開発は、国内外を問わず活発であった。
それらの成果の多くには、①教授法のバリエ
ーションとしての開発であり、②学生個々が
取り組むタイプである。また、③個別の大学
にクローズドであるという共通の特徴があ

った。 
一方で、コンピュータによって支援された

協調学習(Computer Supported 
Collaborative Learning)に関する研究がさ
まざまな学問分野で試みられていた。背景に
は、学習とは学習結果が個人（特に頭の中）
に蓄積されると捉えてきた従来型の学習観
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への問い直しがある。新たな学習観では、学
習を「道具を媒介とした他者との協同的な活
動」や「実践協同体への参加のあり方の変化」
として捉える視点が強調されている。 
このようなアプローチによる e-learning

システムは①学習という視点から開発され
ており、②仲間とのコミュニティで取り組む
タイプである。また、③時にオープンなシス
テムとして構築されているという点におい
て、一般に看護学領域で作成されるコンテン
ツとの相違があった。 
研究開始当初には、これらの成果を活用し、

学生の学習支援およびに学習が相互に達成
されるコミュニティを育むための
e-learning システムの可能性を検証するこ
とが期待されていた。 
また、研究代表者は妊娠期を対象とした

e-learning システムをすでに構築し、学生へ
の提供を行っていた（科研費 16592116）。こ
れをベースに妊娠期、分娩期、産褥期、新生
児期といった母性看護学領域全般にわたる
学習コンテンツの構築も望まれていた。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は、まず、以下の機能をもつ

e-learning システムの設計および実装であ
る。 

 母性看護学領域全般にわたる学習コンテ
ンツ 
 自由な学生コミュニティの形成が可能な
電子掲示板（bulletin board system） 
 ユーザ作成コンテンツ（user-generated 
content）としての辞書 
そのうえで、掲示板利用による協調学習の

生起（あるいは生起しない）についての検証
を行う。 
 
３． 研究の方法 
研究分担者（連携研究者）、研究協力者に

よって、システムの設計・実装を行う。 
既存の e-learning 作成用パッケージソフ

トウエアは用いない。これは、自己開発によ
って独自機能を盛り込みやすくするためで
ある。 
システムの実現に用いる実装環境は、OS が

Linux、Web サーバソフトウェアが Apache、
リレーショナルデータベース管理システム
が MySQL である。実装言語には Hypertext 
Preprocessor（PHP）を用いる。素材の保存
形式は、動画（wmv、swf）、画像（jpg、gif、
png）、その他（html）である。 
協調学習生起については、研究に参加する

３大学の学生のうち、本 e-learning を利用
したものの電子掲示板への書き込みによっ
て精査を行う。 
 

４． 研究成果 

主な実装機能は「学習コンテンツ」「掲示
板」「辞書」「ログイン・ログアウト」「アク
セスログ」「テスト管理」である。  
「学習コンテンツ」は妊娠期から分娩期、

産褥期・新生児期にいたる一連の過程にスト
ーリー性を持たせた内容であり、主体者側・
看護者側それぞれの視点・立場を疑似体験し
ながら専門知識を学習する。これにより、母
性看護学全般にわたる学習コンテンツの完
成をみた。 
「掲示板」を利用することによって、大学

や実習グループを超えての協調的な学習が
可能となる。協調学習の生起を可視化するツ
ールである。「みんなの広場」と名付けた。 
「辞書」は各ユーザが閲覧しているパソコ

ンから自由に作成・編集できる。学生が作成
した場合には、内容を教員がチェックおよび
修正したのちに表示可能となる。この機能は、
学生がコンテンツを作成し情報提供者とな
ることを可能にする。 
その他に「参加大学紹介」「実習施設紹介」

や国家試験形式の「テストシステム」など、
学生の学習意欲が持続するよう多種の内容
を盛り込んだ。 
結果として、掲示板への参加はなかった。

つまり、構築した e-learning システム内に
おいて、協調学習の生起を確認することはで
きなかった。このことは、学生間の自由な学
習交流を図ること困難さを示す。すなわち、
e-learning 管理者（教員）の存在による制約
である。 
e-learning 利用に際して、情報倫理は遵守

されるべきものである。特に性にまつわる専
門領域においての倫理順守は非常に重要で
ある。そのため、管理者は情報倫理について、
学生に十分な説明を行い、また、倫理に抵触
する利用がないかどうかのチェックを行っ
た。一方で、管理者の存在を感じることで学
生の自由な交流は抑制される。教員が管理す
る電子掲示板には、このようなジレンマが存
在する。 
ただし、電子掲示板以外の e-learning シス

テムの利用は実習前に特に活発であり、母性
看護学領域での実習前学習支援ツールとし
てのニーズの高さを認めた。複数の学生が共
通の e-learning システムを利用することに
よって、たとえば、実習中の協調学習に
e-learning が何らかのきっかけを提供して
いる可能性は存在する。 
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